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  今年２月 29 日から３月 11 日まで、藤沢市大庭において、自動運転システム

を搭載した（ロボットタクシー）による自動運転の実証実験が行われました。 

 その結果を報告させていただきますが、まずは、ロボットタクシーの実証実験

について、もう一度、簡単に説明させていただきたいと思います。この実験は、

募集したモニターの皆様に、パソコンやスマートホンで配車の予約をしていただ

き、住居と目的地（イオン藤沢店）の間を、買い物を想定してロボットタクシーを使用してもらうというもので、 

湘南ライフタウンの中央けやき通りの約 2.4Km を自動運転で走る実験を行ったものです。この実験は日本で初

めての試みでした。 

 さて、それでは、結果を報告させていただきます。自動運転走行の回数 20 回、走行距離 27.7Km、実験にご

協力いただいた乗車モニター延べ人数 51名という実証実験をおこない、交通事故は 0件でした。 

幅広い年代・性別のモニターの皆様にご乗車いただき、生のご意見を

伺うことができました。アンケート調査では、5段階の評価で、9割近

くの方が「安定していた」「やや安定していた」と回答され、自動運転

中の安全対策についても 9 割以上の方が「良かった」「やや良かった」

とお答えになりました。中には「主人の運転より安心」（笑）、「言われ

るまで、ハンドルを離しているって気付かなかった」というご意見ま

でありました。「歴史的一歩に自分もかかわれた」と喜んでくださった方もおられ、大変うれしく思いました。

また、多くの方々から、「事故防止に期待したい」というご意見を頂戴しました。ポジティブな実験の評価と、

自動運転への高い期待を受け、今後は、自動運転走行距離を伸ばすとともに、対応できる範囲を広げていけるよ

う全力で取り組み、実現向け進んでまいります。 
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 世界の先進地域では、ロボットや人工知能(AI)、ビックデータ利活用や自動運転技術など新しい技術が

次々に現れ、第 4次産業革命と呼ばれています。技術先進国•モノづくり大国であるドイツは、官民挙げて

この方向『インダストリー(産業)4.0)』に邁進しています。 

 

 一方、日本は人に優しく、社会の為になる技術革命『ソサエティー(社会)5.0』を目指すべきだと考えま

す。人に優しく、社会と生活の質の向上に結びつく技術革命が必要とされているからです。 

     19世紀の英国では産業革命に沸いていましたが、手工業職人たちが織機を壊す「ラッダイト運動」も広がりま

した。仕事を奪う「機械」への抵抗運動です。結局、英国はインドより安く綿織物を作れるようになり、綿工業が発展。

1840年ごろの国内総生産(GDP)は産業革命以前の 1750年ごろより 4割以上増加して、雇用も増えました。 

人に優しく、社会の為になる技術革命を目指して参ります。 


